






















































































































































































































































































































































































































































































(In tegra ted) 
・データが時系列的に整理されているこ





















































(2) E R P 
近年の経営情報システムの動向として挙げ
られるものに ER P (Enterprise Resource 
















































































































































































(2) M R Pからの影響






























































• GUI (Graphical User Interface)で
あること
• SQL (Structured Querry Language) 
が整備されていること
• RDBMS (Relational Data Base 
Management System)が基本となっ
ていること
• 4GL (Forth Generation Language) 
がサポートされていること
• C/S Architectureであること
• Mu1tiple Data Base Management S 
ystemであること

















































































































































































































































































































































































: 仮E車検iiI、 SFA コァ・ 2ンピ事ンス
: 仮想、組織・企業
アウトソーシング
r-一ー「 ・ COB : CoI蜘 Z血 on
DWH:D由 WarcHo四






I DWH I :1基幹系 展開
r-ー寸ーー、 l ー?ー一ーーーーー I ERP I BPR 
I I 情報の収集 ライフサイクル
~ーー--J コスト管理 i 





























項番 項 目 評価資料/理由回イト イト
公開 対応 評判
1 投資規模・開発能力 O 
2 グローパル会社(国際的)であること O 
企開画発力 13 
3 ベンダ規模 O 
rく 4 販売実績の質(過去)と傾向(最近の伸び) O 
5 企業水準ソフト・ハードへの追従力 O 
ン' 20 6 経営の安定性・継続性・財務力 O 
7 経営姿勢(販売指向・顧客指向) O 
ダ 8 S E(コンサル)の質と量のサポート力 O O O 
サポート力 7 9 教育体制 O O 
10 ユーザによる評価 O 
11 パートナ数と質 O O 
12 当該業界、または類似業界の業務知識 O O 
(ス質キ・ル量) 20 13 当該ERPパッケージの知識、導入経験 O 
ノ、r 14 パートナの IT知識 O O 
プロジェク 15 提案内容の質 O 
トマ能ネジメ 10 16 ハードウェア、 DB、ネットワーク、アプリケーションを含む広範なサポート O O O 
ント力 17 複数業者を統括管理するマネジメント能力 O O 
40 
18 経営の安定性・継続性・財務体質 O 
ト
制サポート体 19 対応サービスレベル O 5 
20 顧客満足度(CS)への姿勢・熱意 O O 
ナ 21 サポートの地域:各事業所および海外への適正人 O 
実績・評判
22 ユーザ生の声 O 
5 
23 対象ERPの導入実績(立ち上げ実績) O 
機適能合要度件の 25 
24 業務との適合性 O 
25 業務機能豊富か O O 
26 アドオン百語の種類、使い易さ O O O 
開ア発ド生オ産ン性・ 5 
27 開発生産性(開発のし易さ) O O 
28 プログラム・ DB内容の公開制 O 
E 29 開発環境(開発ツール他) O O 
30 基幹基本思想の優位性(ビジョン) O 
R 31 ERPソフトの稼働環境(H/W、O/S、DB等のオープン也 O 
P 32 マニュアル整備(日本語化) O 
33 理解の容易さ O 
ノf 34 シスァム統合度 O O 40 
35 他周辺ソフトウェア(CAD、EDI、POP)とのインタフェースの容易性) O O "/ 
基使本い思易想さ、と 5 36 業務機能の段階的強化と導入の容易さ (ex.基幹→+α) O O 
ケ 37 既存シスァムとのインタフェースの容易性 O O 
38 日本化対応の現在と将来性 O O 
39 ユーザからみた使い易さ O 
ジ 40 BPRツールの充実度 O O 
41 運用、保守性に優れている(パラメータ設定、リカバリ一対応) O O O 
42 パージョンアップの容易性 O 
43 導入実績 O 
導評入価実将来績性・ 5 44 ユーザ評価 O 
45 機能強化の実績と将来性 O 
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